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● 法改正により支援対象となる医療的ケア者及び重症心身障害児者への支援方策を当検討部会で検討する。

● 引き続き医療型短期入所事業所の開設支援を行い、受入可能な人数を増やしていく。

● 重い医療的ケア児を受入可能な病院等で医療型短期入所事業所の新規指定や医療的ケア児を受け入れる

ための伴走支援の実施や、病院での医療的ケア児受入れにあたっての課題等を調査するモデル事業の拡大

を検討。

● あすなろ・さわらびの移転候補地について、今年度中に選定する方向で検討を進める。

2 今後の方向性

1 現 状

○ 医療的ケア児支援法の改正に伴う対応が必要（当検討部会の方向性、小児在宅支援センターの体制見直

し等）

○ 医療的ケア児者の保護者等にレスパイト支援は必要不可欠であるが、医療的ケア児１９６人に対し、

医療型短期入所事業所数が十分とは言えない。

○ ６圏域に医療型短期入所事業所が開設されたものの、低年齢・重い医療的ケア児者に対応できるところ

はさらに限定的。

○ 療育福祉センター運営あり方検討会で令和８年３月に作成した「あすなろ・さわらび療育福祉センター

の整備基本構想の方向性」において、あすなろ・さわらびの現在地からの移転整備のほか、整備後の

施設について、あすなろには小児科外来の拡充や内科外来の新設、医療型短期入所の定員増など、

さわらびには医療的ケア児等を受け入れるための小児科外来の新設等が示された。
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